
【総務委員会】

議第２９号 備品の取得について（高規格救急自動車）
審査結果

○ 出雲市消防本部の消防自動車等の車両更新計画に基づき、本年度更新予
定の高規格救急自動車１台を購入することについて、議会の議決を求め
るもの

可決に
全員賛成

請願第４号 日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書の提出を求
める請願

審査結果

○ ２０１７年７月７日に国連で採択され、２０２１年１月２２日に発効さ
れた核兵器禁止条約に、日本政府は直ちに署名・批准し、世界で唯一の
戦争被爆国として、核兵器のない世界に向けた重要な役割を果たすよう
意見書の提出を求めるもの

不採択に
全員賛成

不採択とすべき理由・意見

請願第５号 「核兵器禁止条約に署名・批准を求める意見書」提出を求める請願
審査結果

○ 日本政府に対して、核兵器禁止条約をただちに調印・批准し、唯一の戦
争被爆国として核兵器全面禁止・廃絶の責務を果たすよう、内閣総理大
臣・外務大臣あてに「核兵器禁止条約に署名・批准を求める意見書」の
提出を求めるもの

不採択に
全員賛成

不採択とすべき理由・意見

陳情第１号 島根原発2号機再稼働中止を求める陳情
審査結果

○ 島根原発2号機の再稼働を中止するよう国と中国電力への働きかけを求め
るもの

不採択に
全員賛成

不採択とすべき理由・意見

令和６年度（2024）第３回出雲市議会（定例会）委員会開催結果

令和３年度第３回定例会にも同様の請願が提出され、「核兵器廃絶は切に願うものの、国
民の生命と財産を守る立場から、現実の安全保障上の脅威に適切に対処しながら、地道に
現実的な核軍縮を前進させる道筋を追求することが必要であり、国際社会における橋渡し
役を果たし、現実的かつ実践的な取組みを粘り強く進めていくという日本政府の方針を理
解し、支持する」との理由により不採択としており、現在の国際情勢や条約批准をめぐる
状況等に鑑みれば、その結論に変わりはない。

請願第４号の委員会意見と同様に、核兵器廃絶は切に願うものの、日本政府の「粘り強く
現実的かつ実践的に核軍縮を前進させる取組みを進める」方針を支持するという結論に、
現在も変わりはない。

島根原発2号機の再稼働については、令和３年度第７回定例会において十分に議論・検討の
うえ容認するとの結論が出されており、その際の理由と同様に、地球温暖化対策は喫緊の
課題であり、その解決に向けては、火力発電に代わる手段による電気エネルギーの確保が
必要であること、また、原発の安全対策については議会としてもしっかり監視していくと
の方向性に変わりはない。
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